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一 ｡緒 論

從來青年期 ノ肺結核 ハ其 ノ幼時 二於 ケル古 キ結

核 初感染 ノ基礎 ノ上 二成立 スルモ ノト信 ゼラレ

テ來 タ｡而 シテ、其 ノ青年期 ニ於 ケル肺結核病

機 ガ古 キ初感染竈 ヨ リノ再燃 乃至轄 移ニ ヨリ内

元性 二成立 スルモ ノデアルカ、新 シキ結 核重感

染 ニ ヨリ外元性 二成立 スルモ ノデ アルヵ二就 テ

ノ・ナ ホ議論 ノ別 ル ・塵 デアツタガ、結核初感 染

後晩期 ニ於 テ登病 スル事 ニ就 テハ殆 ド異論 力無

カツ タノデ アル｡

然 シ乍 ラ此 ノ考 ハ、從 來一般 ニ信 ゼラ レテ居 タ

様 ニ人間 ト言 フモ ノハ青年期 ニ於 テハ殆 ド総 テ

既 二 結核初感染 テ 受 ケテ 居 ルモ ノダ ト言 フ事

テ前提 トシテ居 ルノデアル｡若 シ青年期 二於 テ

モナホ結核 ノ未感染者 カ アリ、 從 ツテ又初感染

ガ起 コリ得 ル トシタナ ラバ、 其 ノ場 合 ニハ此 ノ

考 ハ成立 シナ イ｡虚 ガ少 ク トモ我 ガ國 ノ實情 ニ

於 テハ必 ズ シモ從 來 ノ豫 想通 リデハ ナィ｡私 ノ

軍除 デ調 べタ庭 デハ肚 丁 ノ約30-50%ハ 未 ダ

「ツベ ル クリン」反慮 陰性 デアル
｡夫 等 ノ者 ハ種

種 ノ理由 ニ ヨリ結核 未感 者 ト解 スベ キモノデァ

ル(1)｡而 シテ夫等 ノ「ツベル クリン」反慮陰性青

年 ハ軍除入除後 モ次第 二陽性轄 化 テ螢 乏ツ ・ア

ル ノデァル｡是 ニ由テ観 レバ我國 ノ青年期肺結

核 ハ必ズ シモ從 來考 ヘ ラ レテ居 タ様 二結核初感

染後晩期 二於 テ ノミ登病 スルモ ノ トハ考 へ難 イ

ノデアル｡果 シテ青年期肺結核 ハ結核初感染後

晩期 二於 テ登病 スルモ ノナ リヤ、 早期 ニ於 テ登

病 スルモ ノナ リヤ、 是 レ甚 ダ興味深 キ問題 デ ア

ルレo

然 シ乍 ラ肺結 核 ノ叢病 ハ多 クノ・徐々 ニ シテ其 ノ

登病 時期 テ明劃 ニ決定 スルニ困難 テ感 ズル｡從

來吾人 ノ臨躰的 ニ 結核登病 ト認 ムルハ 既 二著

明 ナル打聴診的攣 化 テ呈 スル ヵ、然 ラズ ンバ検

疾 ニ ヨ リ結核 菌 ノ詮 明 セラル ・場 合 デアル｡然

ルニ近來肺結 核 ノ早期診断 ハ 長足 ノ進 歩 テ來

シ、 其 ノ胸 部 レン トゴ≧ 的検 査 ニ依 ルラ最 モ捷

径 ト認 ノウル ニ至 ツタ.即 チ胸部」二≧ トゲ ン検

査 テ以 テス レバ未 ダ全 ク臨躰的症状 テ訣如 スル

時期 ニ 於 テ既 ニ 著明 ノ肺病攣 ラ 登 見 スル コ ト

ガ少 ク無 イ ノデアル｡從 ツテ此 ノ肺結核 ノ レン

トゲ ン的褒病 ハ從來 ノ臨 沐的 叢病 ヨ リモ先行 ス

ルコ トー成 ル｡斯 ル ガ故 ニ吾人 ガ肺結核 ノ獲病

時期 テ論 ズルニ當 ツテハ先 ヅ其 ノ登 病 ノ概 念 テ

明 カーセ子バ成 ラナ イ｡少 ク トモ吾人 ハ先 ヅ、

肺結核 ノ レン トゲ ン的登病、 検疾 的登 病、 臨 床

的登病 ノ三者 テ匠別 シテ考 へ子バ成 ラナ イ ノデ
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ア ル｡

然 ラバ肺結核 ノ結核 感染後 如何 ナル時期 二登病

スルカラ決 定 スル方 法 ガ在 ル ノデ アラウカ｡其

ノ研究 ニ最 モ ヨイ方法 ハ「ツベル クリン」反慮陽

性轄 化 ラ紀元 トシテ其 ノ後如何 ナル時期 ニ肺結

核 ノレントゲ ン的、検疾 的乃至臨 抹的 獲病 テ來

ス カテ決 定 スル事 デ アル｡然 シ乍 ラ、其 ノ爲 メ

ニハ「ツ」反庭陽轄者 ノ多撒 二就 テ其 ノ後激年 以

上10撒 年 二亙 ツテ、其 ノ個禮 ノ艘 況検査 テ績 ケ

テ見 子バ成 ラナイ｡虎 ガ、余 ノ本研究 ニ著手 シテ

カラ今 日マデ、僅 力5年 ニ シカ成 ラナ イシ、又其

間 二得 タ陽轄者 ハ僅 ヵ68例 二過 ギナ イ｡從 ツテ

此 ノ方法 ニ ヨツテハ此 ノ問題 テ解 決 スルニ未 ダ

不充分 デアル｡然 ルニ幸 ヒ弦 二「ツ」反慮陽性又

ハ陰性 ナ リシ健康者 ヨ リ登病 シタ肺結核 ノ72例

ガアル｡夫 等 ニ就 テ其 ノ反磨検査時 ヨ リ螢病 マ

デ ノ期 間 テ調 べ テ見ル事 へ 間接 二「ツ」反慮陽

韓 後 ノ登病 時期 テ決 定 スル資料 ト成 ル｡ナ ホ普

通型滲出性胸膜 炎 ノ登病 時期 ニ就 テハ從來 ノ余

ノ研究(1.2.3)ニ ヨ ツテ、「ツ」反慮陽轄 後早期 ナ

ル事明 カナルラ以 テ、 ソノ普通型滲 出性胸膜 炎

ト肺結核 トノ褒病時期 テ比較 スル事 ハ亦、 間接

二「ツ」反慮 陽輔 ト肺結核登病 トノ時間的關係 ヲ

決 定 スル資 料 トナル｡斯 カル三種 ノノア法 ラ以 テ

セバ軍除 二於 ケル結核感 染 ト肺結核登病 トノ時

間的關係 モ イササヵ閾 明 セ ラルベ キデアラウ｡

斯 ク肺結核 ノ結核感染後如何ナル期間 ノ後 二螢

病 スルカト言 フ事 ラ決定 スル事ハ種々 ノ意味ニ

於 テ必要 ナ事 デ アル｡其 ノ第 一ハ肺結核 豫防 上

ノ問題 デアル｡結 核 ハ其 ノ感染必 ズ シモ登病 ラ

件 ハ ナ イ｡吾 人 ノ結核豫 防上努 力 ヲ要 スル ハ主

トシテ其 ノ登病 防止 一アル｡而 シテ從 來其 ノ褒

病 ラ防止 スル爲 ノニハ漠 然結 核感染 者 ノ全 部 テ

ー視同仁 二扱 ツテ來 タ ノデアルカ吾人 ノ見 ラ以

テ ス レバ結 核感染後 最 モ登 病 シ易 キ時期 ノ ミテ

監覗 シ、 保護iス ル ノガ勢 少 クシテ数多 キモ ノト

考 ヘル｡其 ノ第ニ ハ肺結核治療 上 ノ問題 デアル

肺結 核 ノ完全 ナル治療 ハ早期 診断 ト早期治 療 ト

ニ在ル｡從 來、肺結核 ノ早期診断 ハ肺尖 炎 ノ早

期襲 見ニ在 ツタ｡然 シ乍 ラ近年、肺結核 ノ早期

浸潤 ナルモ ノ登 見 セラ レ最近 ニ於 テハ肺結核 ノ

早期診断 ハ該早期 浸潤 ノ レン ト.塵 的検 出 ラ以

テスルニ至 ツタノデアル｡然 シ乍 ラ、 此 ノ所謂

早期浸潤 ハ何 等症 状 ヲ呈 セナイ事 ガ多 ク、偶然

ノレン トゲ ン検査 ニ ヨ ツ テ登 見 サ レル事 ガ多

{｡吾 人 ノ知 リ度 イ事 ハ、 此 ノ肺結核 ノ早期浸

潤 ナルモ ノガ、 結核感染後 如何 ナル時期 二於 テ

叢現 スルモ ノデ アル カ ト云 フ事 デアル｡若 シ其

ノ時期 カー定 シタナ ラバ、 自魔症 ノ有無 二拘 ラ

ス其時期 ニ於 テ胸 部.ヒ三 トゲ≧検査 ラ行 ヒ、 早

期浸潤 ヲ極 メテ確實 二極 メテ早期 二登 見 シ得 ル

ノデアル｡其 ノ第 三ハ胸 膜炎 トノ關係 デ アル｡

若 シ肺結核 ノ叢 病時期 力胸膜炎 ノ登 病時期 トー

定 ノ關係 ニ在 ル トスルナ ラバ肺結核 ノ登 病 ニ ョ

ツテ胸膜 炎 ノ登病 ガ豫知 シ得、或 ハ胸膜 炎 ノ登

病 ニヨツテ肺結核 ノ登病 ラ豫知 スル事 ガ出來 ル

i澤デアル｡從 ツテ互 ニ胸膜 炎或 ハ肺結核 ノ登病

ラ豫知 シ又、夫 レラ豫 防 シ得 ル課 デアル｡

二 「ツベルクリン」反雁陽性輻化 卜肺結核登病 卜月時間的關係

「ツベル ク リン」反慮陽性轄 化 ト結核性疾 患 ノ褒

病 トノ時間的關係 テ明 カニスルニノ・同反鷹 ノ最

終 陰性時 ト最 初陽性時 トノ關係 ヨ リ同反庶陽性

轄 化時 テ決定 シ夫 レラ紀元 トシテ夫 レヨ リ螢病

マ デ ノ期間 テ測定 スル ノガー番確實 デァル｡

余 ・・右 ノ目的 テ以 テ1927年6月 以來1931年11

月 マ デ4年5ケ 月 ノ間 東京海軍部除 二於 テ此 ノ

「ツ」反慮陽性縛化 ト其後起 コル結核性疾患 トノ

時間的關係テ調査 シテ來 タ｡而 シテ其 ノ間余 ノ

自ラ登見 シ得 タル「ツ」反慮陽轄者ハ合計68例

ニ達 シ、古キモノノ・縛化後4ケ 年絵二達スル｡

夫等「ツ」反慮陽轄者二就 テ東京部除在勤中ハ勿

論、他ニ轄勤後モ1930年10月 及31年10月 現

在 テ以 テ照會調査テ行 ヒ、陽轄後 ノ膿況ラ追跡
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シ タ。而 シテ余 ノ陽轄例 ・・多 クハ毎月 「ツ」反 感 反慮 テ反復 シタモ ノデアルカラ陽轄 時期 テ斯 ク

仮 復検査 ニ ヨツテ叢 見 シタモ ノデ アル。但 シー 的確 二決定 スル事 が出来 ナカ ツタ。

部 ハ遺憾 乍 ラ数 月乃至1ケ 年 ノ間隔 ラ以 テ「ツ」
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「ッ〈ごル クリン」反慮陽性轄化後早期 及 ビ晩期 ノ

結 核 農務}状況。

「ツベ ルクリン」反鷹陽性輔化 い 例 ノ運 命 ラ追

跡 シタ結果 ・・第 一表 二示 ス通 りデ アル。其 ノ成

績 ヲ「ツ」反慮陽轄後早期(約1ヶ 年以 内)N晩 期

(約1ケ 年以後1ト 二分 クテ統 合 シテ見iレ ト次 ノ

檬 ニナル。但 シ陽轄後早期殊 二其 ノ護見直後 ノ

禮 況 ハ何 レモ余 ノ東京海軍 部隊 二於 テ余 自 ラ調

査 シタモ ノデアルガ、陽輕後晩期 ノ禮 況ハ多 ク

ハ地方轄 勤後 海軍同僚;二依頼調査 シタモ ノデア

ノレo

α)「 ツJ反 鷹陽軸後早期 ノ膿況。

昭例 ノ「ツ1反 癒陽轄 者 ・陽轄後早期乃至晩期 ノ

膿 況 二就 テハ他 ノ機 會 二於 テ詳述 セン トスル彪

デアル ガ、其 ノ内1乃 至 諏 ケ月 ノ観察 中二肺務

ラ業病 シタモ ノハ第一表 中 ノ12例 デアル。其

内早期 二獲病 シタモ ノ・・第二表第1乃 至第1(1

例 及 ビ第13例 ノ11例 デ アル。但 シ、其 ノ内第

10例 ハ急性粟粒 結核 デ普通 ノ肺癌 デハ ナイ。省

ホ其 ノ肺疫 ノ内3例 ハ滲 出性胸膜炎 二併襲 シタ

モ ノ(第8.9.13例)デ アル カラ、初 メヨ リ肺

癌病髪 ノミラ示 シタモ ノ・・7例 デア・し。
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早期褒病 ノ肺疹10例 中 レン トゲ ン的登病9例 、

臨休的襲病2例(第1例 、第3例)、 検疫 的登病

1例`第3例)剖 検 ニ ヨ リ磯 見サ レ タ モ ノ1例
し ノ

(第13例)デ アル。而 シテ夫等 ノ早期 二於 ケル肺

疹登 病 ハ「ツ」反磨陽轄 二引続 キ起 コツタモ ノデ

急 性肺疹 ト構 スベ キモ ノデ アル。幸 ヒ其 ノ大部

分 ハ良性 二経過 シ、其 ノー部(第3例 、第6例 、

第.,1"例)ノ ミが悪 性 デ死 ノ朝露 テ取 ・ソタ。夫等急

性肺疹 ノ中、滲 出性胸膜 炎 テ合併 シタモ ノノ・3

例(第8例 、第9例 、第13例)デ アル。ナホ其 ノ胸

膜 炎 ノ1例(第13例)ハ 生前 臨休的 ニモ レントゲ

ン的 ニモ肺癌 テ叢 見 シ得 ズ、死後剖 検 ニ ヨツテ

始 メテ雨肺 ノ原登竈 肺疹殊 二右肺 ノ圓形 室洞性

肺癌 ト腸結核 トノ併登 テ説 明 シタモ ノデアル。

「ツ」反磨陽轄例68例 中其 ノ後早期 二於 テ死 ノ

轄蹄 テ取 ツタモ ノハ臨休 的登病 ノ3例(第3例 、

第G例 、第13例1及 ビ急性粟粒結核症 ノ1例1第

1(1働 ノ4例 デアル。

(2)「 ツ」反慮 陽轄後晩期 ノ磯況。

「・ソ」反応揚繭 者68例 中「ツ」反応陽轄後晩期 ノ

鵤況 ヲ調査 セシモ ノ・成績 ハ第一表 中二示 スが

如 シ。即 チ、 「ツ」反慮陽轄後地方轄勤先 二於 テ

又 八東京 二於 テ]930年10月 又ノ・31年10-11

月 ノ健康調査票 ノ成績迄 二1ケ 年 以上 テ経過 セ

ル晩期 二於 テ始 メテ新 タニ レレ トゲ ン的乃 至臨

休 的 二肺癌 ラ登病 シタ例 ハナ{。 唯陽韓第40

例 二於 テ左鎖骨下部 二怪 シキ陰影 テ生 ジタ丈 ケ

デアル。唯1例(第 二表第it例)二 於 テ滲 出性

胸膜 炎経過後2ケ 年 ニ シテ検 疫 ニ ヨリ結核 菌陽

性 ナルテ登 見 シタガ レン トゲ ン的 ニモ臨躰的 ニ

モ未 ダ肺癌病憂 ラ登 見スルニ至 ラナ イ。然 シ乍

ラ「ツ」反磨陽性轄 化後早期 二於 テ既 二肺癌病憂・

テ呈 シタルモ ノハ其 ノ晩期 二至 ルモナ ホ残 存 ス

ルモ ノが多 イ。

第 二 表 ツベ ノレク リ ソ」反 磨 陽 性 韓 化 後 二於 ケ;レ結 核 性 疾 患 ノ登 病 例

番

號

人 名

兵 年

1

種1齢

1陽

輪

番號

「ツ」皮 内反 磨 ツ」反懸場輔直後 ノ症状

其 後 ノ 経 過最終陰性

ピ成績
年月日及 無 職 胸部一 トゲ∠

ビ成績 1的 症状
胸部臨躰的症状

1 ■ 樂

兵
24 5

:1　ギ嚇 榊 綿 右背下部輕濁音及
ビ衝撃

6.10.10右 前胸下

部摩擦音アルモ赤
沈2粍 自彊}的健康

2
輕

■1生 25 7

1

曜 も羅 繭 右獅;無
1

6.10.1胸 部 レ ン

± ゲ ソ攣 化 ヲ胎 ス
モ健康

3 ■ 毒 27 23
4,12.11

0粍

翫磯轡 響
舗 轟部輕儲 及

5.7.22開 放 性 肺

結 核 二移 行 死 亡 ス

4 ■
計 ∴ 磯 焼

一1

4.、2.、、5.、.2。15.、.2、 左 騨 下 …6・・… 棚K里

部浸潤 無1げ ン靴 減退シ
・i健 康

5 ■ 陸
}ハ

21 26

「

4.12.11

0粍

5.1.20

1δ粍

水 泡

5.1.21左 鎖骨下i

部浸潤飛左肺門都
濃潤=

無
6.10.1胸 部 レ ソ

ー一一

トゲ ン攣 化 ヲ胎 ス

モ健康

6 ■
圭

兵

19 33
5.2.3

4粍

5.3.13

20粍

5・3・25右 下肺野

浸潤粂右肺門腺腫
大.

無
5.7.14急 性 肺 炎

症 状 ヲ以 テ急 死 ス

7

電

兵

21

5
1
45 5.12.24

0粍

6.1.26

12粍

6.1.30左 下肺 野

上部 浸 潤
艇

6.10.1胸 部 レ ソー
トゲ ン所 見 ヲ胎 ス

モ臨休的健康
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8 一
機

兵

25 49
6.3.12

0粍

6.4.14

10粍

6.5.12右 肺 門 部

浸 潤
無

6.7。4右 滲 出 性 胸

膜 炎 ヲ登 病6.10.1

軽 快 セ ノレ モ ナ ホ
レ ソ トゲ ン所 見 右

1

肺門部浸潤 ト胸膜
肥厚 ヲ飴ス

9 一
團

22 (8)
5.11.19

0粍

1

6.2.26

20粍

男口1水 泡ll

6.2.26左 中肺 野

上 部 浸潤
無

6・3・31左 滲 出性 胸

膜 炎 ヲ併 駿6・10・1

輕快 セ,レモ肺 浸 潤
ト胸 膜 肥 厚 ヲ胎 ス

・・1屡1231(5)15・116羅16・16建1雛23両 腰 粒肱28結 核性膿i紘 ㍗呈饒 騨

11 一
圭

兵

1

20 16

1

4.7.17

4粍

4.10.7

10粍

4・10.7左 胸 腹 腔 層

滲 出液 アル モ肺 野

叉 ノ・肺 門 二浸 潤 ヲ
認 メ ズ

4.9.22左 滲 出性

胸膜炎獲病

4.11.1軽 快 退 院

其 後 健 康6.11.2

検 疫 結 核 菌 陽性

12 一
主

管
28 30

5.1.20

0粍

5.2.10

15粍

5.5.12透 視 及窮

民殆 ソ ド常肺 野 叉
・・肺 門 二浸 潤 ヲ認

メ ズ

5・4・21左 滲出性

胸膜炎ヲ登病

5.7.25全 治 卒業

5.11.25胸 骨 々瘍

ニ テ入 院

13 一
電

兵

21 53
6.3.17

0粍

6.7.29

22粍

6.7.30左 滲 出性

胸膜炎滲出液ノ爲
メ前面第二肋間以

下陰影アリ

6・7・19左 滲 出 性

胸 膜 炎 ヲ螢 病

6・9.11死 亡、雨

肺初期墾化群 アリ
右初感竈ノ・空洞 ト
成 り氣管枝性播種
ヲ瞥ム腸結核 ヲ併

登ス

14 一
隠

女1

23 (13)
6.6.2=

0粍

し9 .14

Z7水

6・9.16左 肺 下部

滲 出液 ニテ覆 ・・ノレ

其 他肺 野及 肺 門 著

愛 撫 シ

胸膜炎ヲ駿見
6.9.i4左 滲出性曜 毒擁 壁深

沈常膿温常白魔症
1ナ シ

肺結核 ノ「ツ」反磨陽轄後登病時期 三 関 ス ル 考

察。肺結核 ノ登病 テ レン トゲ ン的、臨躰:的、検

疫 的 ノ三 二匠別 シテ、其 ノ「ツ」反庭i陽轄後 如何

ナル期 間 ノ後 チニ起 コ リシヤテ観 ル。

(1)レ ン トゲ ン的襲病。 「ツ」反鷹揚轄例 中 レン

トゲ ン的 二肺野 又ハ肺門 二於 テ肺浸潤 ヲ登 見 シ

タモ ノハ第二表中第1-9例 ノ9例 デアル が其叢

現 ハ何 レモ「ツ」反応陽轄登見直後 二於 テ匿 二著

明 二認 メラ レタn或 ハ夫等 ハ「ツ」反慮 陽朝議 見

以前 ヵラ存在 シタモ ノカモ知 レナ イ。 然 シ「ツ」

反慮陰 性時 二検査 シタ対照爲眞 二於 テハ全 ク存

在 セザ ル虎 ヨリ見 ル ト「ツ」反応陽轄 二件 ツ テ叢

現 シタモ ノナル事 ハ明 ヵデアル。余 ノ陽軸 壁

例 二於 テハ其 ノ陽轄登 見後2-3ケ 月或 ハ数 年後

二於 テ始 メテ斯 ヵル肺 浸潤 ノ登 見 シタ ト言 フ例

ガナイ。故 二余 ノ今迄 ノ経験 デハ肺結核 左ヒ三

トゲ ン的登病 ハ 「ツ」反磨陽轄後晩期 タル第三期

(陽轄後1ケ 年以 上4ケ 年以 内)及 第 四期(陽 韓

後4ケ 年以上)ハ 勿論、其 ノ早期中第 二期(陽 轄

後3ケ 月以上12ケ 月以内)二 於 テモナホ叢 見サ

レナ ィノデアツテ、唯極 メテ早期 ノ「ツ」反慮陽

轄後 第.__.期陽軸後3ケ 月以内..._.S`'テノZ見 サ

レタ ノデアル。

(2)踏 跡 的登 病。 「ツ」反磨陽轄蚕 児直後 二於 テ

肺 ニ レントゲ ン的業病 ラ認 メタ9例 中2例 ハ数

ケ月以 内二臨休的 ニモ業 病 スルニ至 ツ タ 〔第3

及 第6例)。 ナホ第13例 ハ胸膜 炎ヲ登 シテ始 メ

テ診査 セシ症例 ニ シテ胸膜 炎嚢 病以前 ノ「ツ」反

応陽轄第一期 二於 ケル禮況 テ詳 カニ シナ イガ死

後 剖検 ニヨツテ始 メテ左右雨肺 二肺癌 ノ登病 セ

ル テ認 メタモノデアル。然 ル ニ「ツ」反磨陽輔後

第 一期 二肺 レントゲ ン的護病 テ認 メズ シテ後 二
しノ

第 二期 二及 ビテ始 メテ臨休 的登病 テ來 シタ ト云

フ例 ハ1例 モナ イ。又.「ツ」反慮陽轄後1ケ 年 以

上 テ経 テ第三期即 チ所謂結核感染後晩期 二至 リ

テハ始 メ肺浸潤 テ呈 セシモ ノヨ リモ、呈 セザ リ

シモ ノヨ リモ未 ダ1例 モ臨躰的 肺結核 テ嚢病 シ

タ例 ガナ イノデアル。次 二臨休的褒病 ノ3例 テ
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掲 ゲル。 陽轄第23例(1)1929年12月11日

「ツJ皮 内反慮0粍 陰性
、30年1月20日10粍

陽 性 二軸化 ス。 同 日胸 部 レントゲ ン爲眞検査 テ

行 フニ12月10日 ノ陰性 時対照 寡兵 ト戦 くごテ相當

著明 ノ差異 テ認 メ右 中肺野下部及右肺門下部 二

浸潤 ラ呈 スル ニ至 ツタ.然 シ當時 ハ唯軽度 ノ登

熟 テ呈 スル丈 ケデ全 ク胸部臨休的症状 テ訣 イタ

ガ3月 頃 ヨ リ臨休的症状著明 ト成 り登熟高度 二

昇 リ右背下部 ノ濁音 ト笛聲 トラ 呈 スルニ 至 ツ

タ ノデアル。7月22日 一 八逡 二検疫的 ニモ結

核菌陽性 二成 リ爾来1ケ 年間横須賀 海軍病院 二

於 テ加療 シタガ3年8月1日 二死亡 シタ。 即 チ

「ツ」反慮陽轄1ケ 月以 内二於 テ レン トゲ ン的 二

右 中肺野下部 及右肺 門下部浸潤 ラ螢病 シ、 陽轄

後2-3ケ 月 一 シテ臨休的 二右背下部肺浸潤 ヲ登

病 シ、 陽轄後(1ケ 月一 シテ検疫的 二開放性肺携

ラ畿病 シ、 陽轄後約1年 牛 ニシテ死 ノ朝露 ラ取

ツタモ ノデアル。.+

陽 轄第33例()ハ1930年2月3日 「ツ」皮 内

反庭14粍 陰性、3月13日20粍 陽 性 二軸化 ス。

同月25日 胸部 レン トゲ ン寡眞検査 ラ行 フー右

下肺野浸潤 及 右肺 門腺腫大 テ登 見、次 デ軽度 ノ

登熱 ト赤血球沈 降速度 ノ軽度先進 ラ來 セルモ胸

部 自他豊 胸症 状 テ呈 セズ、 同年8月14日 夏 季

休 暇蹄省 中、急 性肺 炎様 ノ病状 ト吐血 トラ來 シ

節 日死 亡 セ リ ト謂 フ。其 ノ病状明 カナ ラザルモ

「ツ」反磨陽轄後1ケ 月以 内 二於 テ レン トゲ ン的

登 病 テ來 シ、 陽轄後5-6ケ 月 ニテ臨休 的 二急 性

肺疫 テ登病 シ間 モナ ク死 ノ轄蹄 ラ取 ツタモ ノ ト

想像 サ レル ノデアル。

陽轄第53例(■ ■[)ハ1931年3月17日 「ツ」反

応0粍 陰性 ナ リシが同年7月19日 左滲 出性胸

膜 炎 ラ登 シ9月11日 死 亡、剖検 ニ ヨリ始 テ左

右雨肺 ノ原登竈肺 疹 ト殊 二右 側 ノ早期室洞 ト腸

結核 トテ登 見 シタモ ノデアル。本例 ハ別 二詳細

報告 スル豫定 デ アル。

(3)検 疫 的褒病。 「ツ」反応陽轄68例 中余 ノ観 察

期間 中二検疫的褒病 ラ來 シタルハ前記陽轄第23

例(■)及 陽轄第16例()ノ2例 デ アル。

ナホ陽轄第53例(■)ハ 生前 ノ検疫 ニ ヨリ結

核 菌 ラ謹 明 シ得 ナカツタが剖検 ニヨリ開放性肺

癌 ナル事 が詮明 セラ レタ。而 シテ第23例 ハ陽

轄後6ケ 月 目二第16例 ・・2年 目二第53例 ハ6

ケ月以 内 二検疫陽性 ト成 ツタノデアル。次 二第

16例 テ詳記 スル。

陽轄第16例 、()22歳 、 男子、主兵、

明治43年 新 潟縣 ノ某農村 二於 テ出生。家族 二結

核患者 ナ シ。 昭和3年6月 二甲種合格 ラ以 テ横

團 二入籍。 當時身長 】57.3糎 、 膿重47.5冠 、肺

活量3600婬 、 胸園79.0楓 胸 廓横張7・5糎1

胸 部其 他身禮 各部 常。盟重 八入團後 増加 シ、同

年9月 ・・54.7冠 、4年3月 ハ56.0冠 ト成 ル。

4年5月1日 上京海経 校 二普経 線生 トシテ入

校。當時身膿 異常 ナ ク7月17日 「ヅベ ル クリン」

皮 内反 鷹 ヲ検 スルニ0/4ニ シテ陰性。 同年9月

・膿重54 .5冠 。同年10月7日 左滲 出性胸膜炎 テ登

セルラ以 テ自P日「ツ」反応 テ検 スルニ10/10ニ シ

テ陽性 ナル テ褒 見 ス。當 時臨外 的 ニモ レントゲ

ン的 ニモ検疫 的 ニモ肺疹 ノ登病 テ認 メズ。胸膜

炎 ハ休業6日 及 ビ入院25日 ニヨ リ左肩朋 下部

輕濁音(肺 活量3100耗)テ 胎 シテ治癒 シ、71月

1日 卒業横團 二軸勤 ス。健康 ニシテ経理事務 二

従事 セシが艦 重 ハ5年3月53.3冠 、 同年9月

・・52.1冠 、 同年11月6日 横 團 ニテ健康 診査 ラ

行 フニ膣:重52・0冠 、盟:温37度2分 左 肺尖少数

ノ水泡音 アリ、 右背下部打 音短調 ナ リ。6年3

月 盟重52.0冠 、 同年9月48.《)班iニ シテ罷 重漸

減 ノ傾 向 ア リ。 同年10月10日 軍 艦愛宕 二於 テ

健康診査 ヲ行 フニ身長158.0糎 、 罷重51.1冠 、

肺活量3300娩 、 胸囲84.0糎 、 胸廓横張8.0糎

膿 重37度0分 、胸 部左胸 前面第 四肋 間以 卜、同

背面肩脚下部打診上軽度 ノ抵抗 ア リテ呼吸音微

弱 ナ リ。11月2日 検疫 スルニ結核菌(ガ フキ一

三號)テ 謹 明直 チニ呉病 二途院 ス。 入院後11月

4日 及 ビ11月10日 検 疫 スルニ共 ニガ フキー七

號 陽性、11月14日 胸 部 レン トゲ ン寡 眞検査 テ

行 フニ左 中野 ヨ リ上野 二向 ヒ稲置 ナル陰 影 ア リ

シ ト謂 フ、1]月18日 野 島 二便乗、11月20日
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横 病 ニ轄 入院 ス｡膿 格中等、榮 養衰 へ脈傅正調

強實｡舌 淡 白色苔 テ衣 ス｡雨 鎖 骨上窩 抵抗 ア リ

テ呼吸音微弱 ナルモ水泡音 ラ総 カズ｡左 胸背 下

部抵抗 ア リ呼吸音微 弱 ナル モ異常音 ナ久 腹部

異常 ナシ｡11月29日 検 疾結核 ガフキー二號 ｡11

月26日 赤 沈反慮1時 間15粍 、2時 間31粍 、

24時 間96粍 、 コスター反慮4分｡11月30日

罷 重48・3冠｡12月6日 検疾結核菌陰 性｡禮 温

ノ・入院後37度 以上 二昇 リシ事 ナシ(本 例 ハ 余

ノ「胸膜 炎 ノ成 因及 ビ豫防 ニ 關 スル研究第 四報

告」(4)及 ビ「ツベ ルク リンア レルギー」ト肋膜 炎

(1)中 ニ記載 セル症例 ニシテナホ追跡中 ナ リ)｡

右3例 ノ事實 ヨリ観 ル ニ肺結核 ノ検疾的螢病 ハ

「ツ」反慮陽轄後 早期 ニ於 テモ起 コル事 ガ アルガ

晩期 ニ於 テモ起 コル事 ガアル ラシイ｡但 シ、陽

轄第16例 ノ場合ハ 「ツ」反慮 陽轄後激 ケ月間、

滲出性胸膜炎治癒 マ デ ノ間 ハ検疾毎同陰性 デ ア

ッタガ ソレカ ラ後約2年 間 バー一度 モ検疾 シテ居

ラナ イカラ何時 カ ラ開放性肺結核 ガ始 マ ツタヵ

不明 デアル｡病 歴 テ見 ル ト5年11月 ニ左肺尖 二

水泡音ガ在 ツタ ト言 フ事 デ アルガ當時 ハ禮 温 モ

殆 ド正常 デア リ、 自蜀症 モ無 ヵツタ ノデ受療 シ

テ居 ナイ｡其 ノ當時胸部 レン トゲ ン検査 テ行 ヒ

且 ツ検疾 シタナ ラバ、既 ニ其 ノ時 二叢病 ガ登 見

サ レタカモ知 レナィ｡

之テ要スルニ以上余 ノ「ツベルクリン」反雁陽性

轄化68例 ノ経験 デへ 其 ノ陽轄第一期ニ於テ

ハ肺磨テレントー と的 二登病 シタモノノ・9例 ア

ルレガ臨林的叉ハ検疾的 二登病 シタモノハ1例 モ

無 イ｡而 シテ夫等肺瘍 ノ病型ハ何 レモ原登竈肺

瘍 二相當 スルモノデアル｡陽 轄後第二期 二於 テ

ハ右 ノレントゲン登病例中 ノ3例 ハ臨躰的乃至

検疾的ニモ褒病 シタガ新 ニ上三⊥互 ≧的臨抹的

又ノ・検吸的二登病 シタモノハ1例 モ無 イ｡陽 轄

後第三期 二至 ツテハ第一期二於テ」二≧」=2的

褒病不明ニシテ、第二期二於テ滲出性磯膜炎テ

経過セシ1例 二就 テ健康診断的検疾ニヨリ結核

菌 ヲ謹明セシ外、 レント∠三的ニモ臨躰的ニモ

又、検疾的ニモ1例 ノ登病例 テ登見セナイ｡

右 ノ事實 ハ未ダ肺結核 ノ結核初感染後如何ナル

時期二襲病スルヤノ問題 ラ解決 スルニ・・不充分

デハアルガ、其 ノ反慮陽韓後第一期 ニ於 テ既二

將來、肺瘍 ノ臨躰的乃至検疾的護病 ノ起源 タル

ベキレントゲン的登病 ヲ呈 スル事少 ナカラザル

事實ハ特 二注 目ニ値 スル塵デアル｡

而 シテ若 シ斯 カル場合 二「ツ」反慮陽轄後第一期

ノレントゲン的検査 テ鋏 ク時 ハ夫等肺疹ハ第二

期又 ハ第三期ニ於テ始メテ登病 シタカノ観 テ呈

スルデアラウ｡

三｡「 ツベルクリン」反雁陰性者 卜陽性者 卜月肺結核登病時期比較

「ツベル ク リン」反鷹 陽性轄化 ト肺結核叢病 トノ

時間的關係 ヲ知 ルニハ前章 ノ如 ク其韓化後登 病

マデ ノ期 間 テ測定 スル ノガ最 モ確實 デ アル
｡然

シ余 ガ過 去4年4≧ ノ間東京海軍部瞼 二於 テ得 タ

ル「ツ」反慮陽轄例 ハ僅 ヵ前記68例 二過 ギナ イ｡

而 シテ夫等 陽轄者 中 カラ其後1ケ 月乃至4ケ 年

ノ経過 中 二肺結核 テ登病 シタモ ノハ前記12例

二過 ギナィ ノデアル｡斯 ク少敷例 ニ就 テ斯 ク短

期 間 ノ間行 ツタ観察 丈ケデ・・此 ノ重大 問題 テ決

定 スルニ不充分 デアル｡然 ルニ幸 ヒ弦 二、 「ツ」

反慮 検査 後撒年 間 ノ間 二螢病 シタ肺結核 ノ72

例 ガアル｡夫 等 ニ就 テ陰性者 ト陽性者 トノ肺結

核螢病時期 テ比較 シテ其 ノ鋏 テ補 フ事 トスル｡

我 ガ海軍 二於 テハ昭和2年7月 以來東京海軍部

除及 ビ各海兵團 二於 テ度 々「ツ〈ごルク リン」皮 内

反慮検査 ガ試 ミラレタ｡其 ノ方法 ハ千倍 「ツ」液

0・1耗 皮 内注射 ニ ヨリ48時 間後登赤浸潤直後

10粍 以上 テ陽性 トシタノデ アル｡夫 等検査 ニョ

リ「ツ」反慮 ガ陰 性叉 ノ・陽性 デ アツ タ者 カ ラ、其

後 昭和5年11月 マ デニ72名 ノ肺結核患者 ガ登

病 シテ居 ル ノデアル｡但 シ、 弦 二肺結核 登病 ト

樗 スルハ臨躰的 獲病兼 検疾的 輩病 デアル カ叉 ハ
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軍 二検疫的登病 ノ意味デアツテ軍 ニレントゲン

的獲病又ノ・臨躰:的睦病丈 ケノ場合ハ含マレテ居

ナイ。而モ多 クハ自費症 テ件 フ開放性肺疹患者

ア ア ル 。

1.「 ツ」反応陰 性健康兵 ヨリ登病 セル肺結核。

72例 ノ肺結核 中、海軍 入籍後、肺結核登 以前 ノ

健 康 時 二行 ツタ「ツ」反磨 が陰性 デ アツタ者 二が16

例 アル(第 三表)。 夫等 ノ肺結核 ハ海軍 入籍 時 ナ

ホ結核未感染 者 デ ア ツ テ、其後 海軍在籍 中 二

「ツ」反鷹 ノ陽性轄 化 テ來 シ
、其後 幾何 カ ノ年 月

テ経 テ肺結核 テ登病 スル ニ至 ツタ者 デアル。從

ツテ夫等 二於 テハ其 ノ以前 二検査 セル 「ツ」反磨

ノ最終陰性時 ヵラ登病 時 マデ ノ期 間 ハ、 「ツ」反

応 陽朝 時 ヨリ登 病時 マ デノ期間 二幾何 カノ年月

ノ加 ハ ツタモ ノデアル。從 ツテ、 其 ノ場合 二於

ケル「ツ」反鷹 揚轄後援病 マデ ノ期 間 ハ、 此 ノ最

終陰性時 ヨリ登 病 マデ ノ期間以 内ナル事確實 デ

アル。若 シ此 ノ最終陰 性 ヨリ登病 マデ ノ期 間 ガ

1ケ 年以 内 デアツ タ トスルナ ラバ、其 ノ肺結核

ハ「ツ」反癒 陽轄後1ケ 年以 内即 チ早期 二登病 シ

タモ ノグ ト謂 ヘル。 反磨、1ケ 年以上 デ ア'ソタ

トスルナ ラバ、夫 レハ早期 二襲病 シタモ ノデア

ル カモ知 レナ ィ 」、晩期 二螢病 シタモ ノデアル

カモ知 レナ イ。第 三表 二就 テ見 ルニ]1;例 中3

例 ハ「ツ」反磨最終陰 性後1ケ 年 以 内二肺結核 テ

螢病 シテ居 ルガ、其他 ノ13例 ハ1ケ 年 以上3

ケ年以下 ノ期間 内二登病 シテ居 ル。3年 以後 ハ

調 べテナ イ。此 ノ事實 ノ ミテ以 テ結論 ス レバ、

確 カー「ツ」反鷹揚轄後早期 二登病 シタモ ノハ少

数 デアツテ、 陽轄後晩期 二蛮病 シタ者 ノ方 が多

イ ノデハ無 イカ ト想バ レル。然 シ、最終陰性後

1ケ 年以後 二襲病 シタ肺結核 中、如何 ナ ル割合

二早期登 病 ノモ ノ ト晩期 豊浦 ノモ ノ トが含 マ レ

テ居 ルカ不明 デ アル ヵラ之 テ断定 スル事 ハ出来

ナ イノデ アル。若 シ夫等 ノー部 が晩期 二蛋病 シ

タモ ノダ トシテモ夫 レハ其 ノ晩期 ノ最初 ノ時期

即 チ陽轄後3年 以 内 二登病 シタモノナル事ハ確

實 デ アル。籔 年 モ10数 年 モ以前 ノ幼 時 二於 ケル

「ツ」反鷹 揚轄 ノ後 チニ登病 シタモ ノデ無 イ事丈

ケハ断 言出来 ル。

是 二曲 テ観 レバ我 が海兵 二於 テハ 「ツ」反慮 陽轄

後3ケ 年以 内 二褒病 セル開放性肺結核 ノ相當多

籔存在 スル事 テ知 ル事 が出来 ル。此事實 ハ又夫

等肺結核 ノ結核感染後3ケ 年以 内 二登病 スル事

ノ少 ク無 イ事 テ示 スモ ノデアル。從來軍隊 ノ肺

結核 二就 テハ慨 二人陰前 ヨ リ艦 内 二杯胎 セル肺

結 核 が入隊後 二於 ケル兵業過度 一 ヨリテ偶然再

燃 セルモ ノデアル ト読 ク者 ガ アル。若 シ果 シテ

然 リ トセバ、夫等肺結核 八入隙時 「ツ」反応陽性

ナ リシ者 ニ ノミ登病 スベ キデアル。然 ルニ事實

ハ必 ズ シモ然 うズ。 草除肺結核 ノ少 ク トモ其 ノ

ー部 ハ軍 隊入隊後 二起 コツ タ新感染 ヨリ3年 以

内 ノ間 二登病 スル肺結核 ナル事 ラ確 認 セ子バ成

第三表 「ツ」反応陰性健康兵 ヨリ登病セシ肺結核
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ラナ{ノ テアル。

2.「 ツ」反慮陽性健康兵 ヨリ螢病 セル肺結核。

海軍 入籍後 「ツ」反慮 ヲ'検査 シテ、其 ノ成績 が陽

性 デ アツタ健康 兵 ノ中 ヵラ、其後数年 ノ間 二56

例(昭 和5年11月 迄 ノ肺結核 が褒病 シテ居 ル

(第四表)。 大笠 ノ肺結核 モ亦前 記 ノ通 り、其 ノ

大部分 ハ臨休的兼検疫 的 二登 病 シタ肺結 核 デ ア

リ一部 ハ検疫的 ニ ノ ミ獲病 シタ肺結核 デアル。

夫等 ノ肺結 核ハ「ツ」反磨最 初検査 ノ時 ヨリモ以

前 二於 テ既 二「ツ」反慮陽轄 が在 り、 其陽轄 ノ後

二肺結核 が起 キタモ ノデアル事 ハ確 デアル。併

シ其 ノ「ツ」反鷹揚轄 ガ、其 ノ「ツ」反応検査時 ノ

ー 日前 力
、撒年前 力、十撒年前 力制 ラナ{ノ デ

アル。從 ツテ其 ノ肺結核 ハ「ツ」反慮陽轄後早期

二褒病 シタモ ノヵ晩期 二登病 シタモ ノカ判 ラナ

イ ノデ アル。唯、其 ノ肺結核 が最 初陽性 時 ヨリ

1ケ 年以後 二 襲病 シタ場 合 ニハ 夫 レハ「ツ」反

応陽轄後晩期 二褒病 シタモ ノグ ト言 ヘルケ レ ド

モ、1ケ 年以 内 二登病 シタ場合 ニハ夫 レが晩期

二褒病 シタモノカ早期 二嚢 病 シタモ ノカ判 ラナ

イ ノテ アル。

第 四表 二就 テ見 ル二 筋 例 中最初陽性時 ヨリ1

ケ年以 内二登病 シタモ ノが案 外多 クテ3(1例 二

達 スルが其他 ノ2{1例 ハ1ケ 年以上2ケ 年以 内

二13例 、2年 以 上3年 以 内 二13例 護病 シタモ

ノデアル。3ケ 年以後 二於 テモ襲 病 スル ノヵモ

知 レナ イガ、夫 レマ デシカ調査 ガシテナ イ。是

二由 テ見ル ト1年 以 内一ハ其後1年 間 ノ登病数

ヨリモ17例 多 ク登病 シテ居ル。我 が海軍 二於

テハ夫等 肺結核 ノ登生母艦 タル「ツ」反応 陽性 ナ

ル健康 者 ノ常 二多数存 在 シ増加 スルモ減 少 スル

事無 キニ拘 ラズ、斯 ク陽性反鷹後1年 ラ経 過 ス

レバ肺結核 ノ登 病数 ラ減少 スル ノデアル。 此 ノ

事實 ハ夫等 「'ソ」反慮陽性健康者 ヨリ嚢病 スル肺

結核 ト難 モ「ツ」反応陽轄 後早期 又 ハ晩期 ノ初期

(第三期)二 登病 セ シモ ノが多数 デアツテ「ツ」反

慮陽轄後数年 モ」卜数年 モ経 過 シテ カラ(第 四期)

登 病 スルモ ノハ少数 デアラウ ト言 フ事 テ想像 セ

シメル。 ナ ホ此 ノ問題 ハ後 チニ詳 述 スル。
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第四表 「ツ」反慮陽性健康兵ヨリ號病セシ肺結核
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肺 結 核 ノ「・ソ」反磨 陽轄後登 病時期 二 關 ス ル 考

察｡以 上 「ツ」反磨陰性群 ト陽性群 トヨ リ褒病 セ

シ肺結核 テ其 ノ登病 時期比較(第 五表)ニ ヨツテ

再 ビ此 ノ問題 ラ考察 シテ見 ル｡

第 一 ノ・肺結核 ニ ・・「ツ,反 慮陽韓後早期 ニ登病 ス

ル モ ノガ無 イカ否 カ ト言 フ問題 デアル｡第 三表

及第 五表 ニ於 テ見ル ガ如 グ ツ」反慮陰性 ナ リシ

健康 者 ヨ リ1ケ 年以 内 ニ登病 セル肺結核 ノ3例

ガ ア リナホ前章 ニ於 テ詳述 シタ様 二確 ヵ二「ツ、

反 慮陽轄後撒 ケ月以内 ニ議病 シタ開放性肺結核

ノ2例 ノ實例 ガアル ノデアルカ ラ肺結核(開 放

性)ノ 「ツ」反磨陽轄後早期 ニ登病 シ得 ル 事 ハ確

實 デ アル｡第 ニ ハ肺結核 ハ「ツ」反慮 陽轄後晩期

(]ケ 年 以後1ニ 於 テ畿病 スルヤ否 ヤ ノ問題 デア

ル｡第 四表及 ビ第五表 二於 テ見 ルガ如 ク「ツ」反

鷹 陽性 ナ リシ健康 者 ヨ リ其後1ケ 年以上 ラ経 テ

褒病 セル肺結核 ノ%例 ガアル虎 カラ観 ル ト、

肺結核 ノ「ツ」反慮 陽轄後晩期 ニ登病 スルモ ノ ・

存在 スル事 モ確實 デアル｡但 シ夫等 ハ晩期 ト言

ツテモ陽轄後第 三期 二登 病 シタモ ノデアル カ第

四期 二議病 シタモ ノカ不明 デ アル｡

ハ0

7
5
Ω
σ

ー
ム
ー
ム
ー
↓

Q
り
AU

ー
ム

一正

0
θ
0
召

22

23

%

5

6

7
・

0
泊
0
泊
0
囮

∩O

G
り
0

2

0
"
3

1

0
召
3

3

3

3

4
4
レ0

ん0

3

3

3

一マ
0
召

1

1

0

0

1

0

1

O
」

0
』
〈U

O

ー
ム
(U

ー
ム

噌■

-
あ
(U

1

0

0

0

1

0

0
召

0

8

1

1

5

19

14

6

3

3

0

0

1

1

噌⊥

AU

昭正

-
占
0
召
ー
ム

ー
ム
0
ヨ
ー
ム

0
召

0
召

4

4

0

0

1

1

3

0

1

4

6

6

5

3

0
召
O
」
0

0
召

0
θ

4 0

第五表 「ツ」反謄陰性群 ト陽性群 トノ肺結
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第 三ハ肺結核 ハ 「ツ」反癒 陽轄後早期 二登病 スル

モ ノ多 キヤ、晩期 二登病 スルモ ノ多 キヤ ノ問題

デアル｡「 ツ」反磨陰 性群 ヨリ其 ノ検査後1年 以

上 ラ経 テ襲病 セルモ ノ13例 ハ 「ツ」文磨陽轄後

早期 ニ登 病 シタモ ノカ晩期 二登病 シタモ ノカ不

明 デ アル｡又 、 「ツ」反癒陽性群 ヨ リ其 ノ検査後

1ケ 年以 内ニ叢病 シタモ ノノ・'ツ」反慮陽轄後早

期 ニ登病 シタモ ノヵ晩期 ニ登病 シタモ ノカ不明

デアル｡夫 等蹄屡不 明 ナルニ群 ノ向背 ニヨツテ

此 ノ「ツ」反慮 甥縛後早期登病 ノ者多 キヤ晩期號

病 ノ者 多 キヤ ノ問題 ハ支配 サ レル ノテアル｡

斯 ク夫等2群 ノ内 ニノ・「ツ」反癒 陽轄後早褒 ノモ

ノモ晩嚢 ノモ ノモ含 マ レ得 ルガ事實 ハ果 シテ如

何｡

(1)第 五 表及 ピ第1圖 ニ就 テ陰 性群 ト陽性群

トノ肺結核螢病経過 テ検 ス ル ニ 肺結核 ノ叢病

激 ハ陰 性群 ニ於 テハ第2年 以後 二於 テ少 シク壇

加 ノ傾 向 アルニ反 シ陽性群 ニ於 テノ・第2年 以後

減少著 明 デアル｡而 モ其 ノ際夫等肺結核 ノ量生

母饅 タル「ツ」反慮陽 性健康者 ノ数 ハ減少 セシー

非 ザ ルテ以 テ其 ノ號生實数 ノ減 少ハ登 生傘 ノ減
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少 テ 示 スモ ノデアル｡吾 人 ハ 右 ノ事實 ニ ヨリ

「ツ」反慮陰 性群 ヨ リ其検査後1年 以上3年 以下

ノ間 ニ叢病 セ シ肺結核 ハ「ツ」反慮陽轄後 第一期

若 シクハ第二期 ニ襲病 シタモ ノ ・外 二第 三期 ニ

登病 シタモ ノラ含 ム事 ヲ推定 スル事 ガ出來 ル｡

何 故 ナ ラバ、若 シ第一期又 ハ第 二期登 病 ノモ ノ

ノミナ ラバ、 「ツJ反 慮陰性後2年 目及 ビ3年 目

二於 テ肺結核 装病傘 ノ檜加 スル繹 ガ無 イノデア

ル(第1圖)｡但 シ、此 ノ問題 二關 シテハ他 ノ種 々

ナル條件 ノ影響 ガ加 バ リ得 ル カラ速断 ハ出來無

イ｡叉 、吾人 ハ右 ノ事實 ニ ヨリ「ツ」反慮陽性群

ヨリ其 ノ検査後1ケ 年以 内ニ登病 セ シ肺結核 ハ

'「ツ
」反慮陽轄後第 三期 又ハ第四期褒 病 ノモ ノ ・

ミナ ラで、第 一期若 シクハ第二期登 病 ノモ ノガ

加 ハ ツテ居 ル豊ドテ推 定 スル事 ガ出來 ル｡何 故 ナ

ラベ 若 シ、 「ツ」反慮陽轄後第 三期 又ハ第 四期

螢病 ノモ ノ・ミナラバ、 「ツ」反慮陽性後1ケ 年

以 内 ノ肺結核叢病傘 ガ斯 クモ大 デ アツテ、2年

目及 ビ3年 目ニ於 テ減 少 スル離 デ無 イノデアル

(第1圖)｡之 二由 テ親 テモ肺結核 ハ「ツー反慮陽

轄 後早期 ニ議病 スルモ ノモ晩期 ニ螢 病 スルモ ノ

モ共 二實在 スル事 テ認 メ子バナ ラナ イ｡然 シ乍

ラ、夫等 ノ内何 レガ多 キヤノ量的關係 ハ、是 レ

デハ判 ラナィ ノデアル｡

…欠二(2)「 ツ」反慮陰 性群 ト陽性群 トノ肺結核登

病率 ラ比較 シテ見 ル必 要ガ アル｡若 シ「ツ」反慮

陰性後1ケ 年 間 ノ肺結核登病率 ガ、 「ツ」反慮陽

性後1ケ 年間 ノ肺結核嚢病傘 ニ比 シテ断 然 卜高

率 ナ リトセハ少 クトモ其 ノ期間 二於 テハ「ツ」反

癒陽轄後早期 獲病 ノ肺結核 生方 ガ 多 イ ト言 ヘ

ル｡今 、第 六表 二於 テ雨群 ノ爽病率 ノ比 テ示 ス

(海兵 ノ1ツ」反慮 陽性傘 ヲ・63%ト シ計算 ス)｡夫 レ

ニ由 テ観 レバ肺結核 ニ於 テハ胸膜炎 ト反 慮 二
、

陽性者 ヨリ叢病 スル者 ノ方 ガ多 イノデアル(]

参 照)｡從 ツ テ、 「ツ」反磨 陽轄後1ケ 年 以内即 チ

早期褒病 肺結核 ノ方 ガ多 イ ト言 フ謹 明 ハ成 リ立

タ無 イ｡夫 レカ ト言 ツテ夫等陽性後1年 以内 二

登病 シタ肺結 核 ノ中 ニハ早期登病 ノモ ノガ相 當

存在 スル事前 述 ノ如 クデ アル ヵラ、 早期登病 肺

結 核 ノ方 ガ少 イ ト言 フ謹 明 モ成 リ立 タ無 イノデ

ァル｡然 シ乍 ラ次 ニ「ツ」反 鷹検査後1年 以上3

年 以 下 ノ雨群 ノ肺結核登病激 テ比較 シテ 見 ル

(第六表)｡其 ノ期 間陰 性群 ヨリ畿病 セ シモ ノハ

「ツ」反慮陽轄後 早期 護病 ノモ ノ ト晩期 襲病 ノモ

ノトノ混合 デ アルガ、 此期間 二陽性群 カラ登病

シタモ ノハ全テ「ツ」反慮 陽韓 後晩期 ニ登病 シタ

モ ノ ・ミデ アル｡故 二若 シ陽性群 ヨリ登病 セシ

肺結核 ガ陰性群 ヨリ磯病 セシ肺結核 二封 シ断然

多撒 ラ占ムルナ ラバ、 少 ク トモ此 ノ期 間 二於 ケ

ル肺結核 ハ 「ツ」反慮陽轄後晩期暖病 ノモ ノガ多

4ト 言 フ事 ニ成 ル｡第 六表 テ検 スルニ陰 性群13

例 二封 シ陽性群26例 デ アル｡然 シ、海兵 ノ陰 性

者嶽 ト陽性者 籔 トノ比 ハ約37封63デ アル カラ、

夫 ニ封 スル登 病率 テ求 メ レバ第2年 目1年 間 ニ

於 テハ48封52、 第3年 目1年 間 二於 テハ4・封

55ノ 割 合 ト成 ル ノデアル｡即 チ「ツ」反慮陽性群 ヨ

リ登病 シタモ ノ・方 ガ高李 デア リ、 ナホ陰 性群

ヨ リ登病 シタモ ノ ・内ニモ晩期登病 ノモ ノガ含

マ レテ居 ル ノデ アル カラ此 ノ期 間 ニ於 テハ盆 く

「ツ」反慮陽轄後晩期 登病 ノ肺結 核 ノ方 ガ早期襲

病 ノモ ノヨリモ多{ト 言 フ事 ニナル｡即 チ少 ク

トモ筋%以 上 ハ陽轄後 晩期 褒病 ノ肺結 核 デ アル

ト結論 セ子バ成 ラナ ィ｡此 ノ事 實 カ ラ逆推 スル

ト「ツ」反慮陽性後1年 以 内二襲病 シタ肺結 核例

モ多 クハ陽轄後晩登 ノモ ノヵモ知 レナ イノデア

ル｡少 ク トモ其 ノ内 ノ13例 ハ第2年 及 ビ第3年

二於 ケル ト同様 ニ晩朝 襲病 ノ肺結核 デ アラウ｡

之 テ要 スルニ肺結核(開 放性)二 於 テハ滲出性胸

膜 炎 ノ場合 ト反封 二「ツ」反慮 陽轄後早期 獲病 ヨ

リモ晩期 獲病 ノ方 ガ多 イ ト考 へ 子バ成 ラナ イ｡

第 四ハ肺結核 ノ「ツ」反慮 陽轄後晩 期 二叢病 スル

モ ノハ、 其 ノ第 三期 二於 ケルモ ノ多 キヤ、第 四

期 ニ於 ケルモ ノ多 キヤ ノ問題 デアル｡

「ツ」反鷹陰性群 ヨリ其 ノ反 磨検査後1ケ 年以 上

3ケ 年以下 ノ期 間内 二 叢病 シタ肺結核 中ニハ

「ツ」反慮陽轄後 早期登病 ノモ ノト共 ニ晩期襲病

ノモ ノラ含 ムガ、夫等 ハ全部 「ツ」反慮陽轄後第

三期EP「 ツ」反慮陽轄後満4年 以前 ノ登病 二屡 シ
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第四期即「ツ」反磨陽轄後満4年 以後 ノ登病二屍 スルモ ノハ無 イ事 ハ明 カデアル｡

第 六表 「ツ』反晦陰性群 ト陽性群 トノ肺結核登病率比較
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ス「ツ」反磨 陽性群 ヨリ其 反慮検査後]ケ 年 以 内

二登病 シタ肺結核 中 ニハ「ツ」反磨 陽轄後 早期叢

病 ノモ ノ ト共 二晩期登病 ノモ ノヲ含 ミ、又 「ツ」

反慮 検査後2年 以 上3年 以下 ノ期 間内 二登病 シ

タ肺結核 ハ全部 「ツ」反慮 陽轄後晩期獲病 ノモ ノ

デ アルカ、 夫等晩期 登病 ノ肺結核 ハ第 三期 登病

ノモ ノデモ アリ得 ル シ、第 四期登病 ノモ ノデモ

ア リ得 ル｡然 シ乍 ラ、若 シ夫等全部 ガ「ツ」反慮

陽轄後第 三期登 病 ノモ ノノミデアルナ ラ・・、其

ノ肺結核 ノ登病籔 ハ漸減 ノ傾 向 テ示 スベ キデア

ラウ｡然 ル ニ第]圖 ニ示 セル ガ如 ク第2年13

例 、 第3年 亦13例 ニ シテ其 間差 異 テ示 サナイ｡

其 ノ曲線 ハ胸膜 炎 ノ場合 ト著 シク異 ナル｡此 ノ

事實 ハ夫等肺結核 ノ「ツ」反慮 陽轄後第 三期 ノミ

ナ ラズ、第四期 二亙 リテモ螢病 スル モ ノナル テ

推 定 セシメル｡但 シ右 ハ何 等確 謹 テ與 ヘル モ ノ

デハ無 イ｡此 ノ問題 ニ關 シテハ更 二多撒 ノ材料

ニ就 テ更 ラニ長期 二少 クトモ陽性反慮後4年 以

上 二亙 ツテ調査 シテ見 子バ断言 スル事 ガ出來無

イノテ アル｡

之 テ要 スルニ海 兵 ノ開放性肺結 核 ハ「ツ」反慮陽

轄後 早期 ニモ、晩期 ニモ登病 スル事 テ肯 定 セ子

バ成 ラナ イガ其 ノ多 クハ晩期 ニ襲病 スルモ ノト

認 ムベ キデアル｡但 シ、夫 等晩期獲病 ノ肺結核

ノ「ツ」反慮 陽轄後1年 以上4年 以 内ニ褒 病 セ シ

モ ノガ多 キヤ、4年 以後 ニ畿病 セ シモ ノガ多 キ

ヤハ直 チニ断 定 スル事 ハ出來 ナィ｡

抑 モ肺結核 ニハ多撒 ノ病型 ガアル｡我 ガ軍除 ニ

於 ケル青年期肺結核 ニ於 テモ亦、必 ズ シモ其 ノ

病型 ラー ニスルモ ノデハ無 イ｡凡 ソ急性肺疹ハ

「ツ」反慮 陽轄後早期 二登病 スル事 多 ク
、慢 性肺瘍

第1圖 「ツ」反慮陰性群及陽性群 ヨリノ肺

結核及胸膜炎駿病時期比較
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ノ・晩期 ニ號病 スル事 ガ多 イ ト思 バ レル｡之 テ要

スルニ我 ガ軍除 二於 テハ結 核感染後早期 ニ襲病

スル急 性肺瘍 モ少 ク無 イガ、晩期 ニ爽病 スル慢

性肺瘍 ハ更 ラニ多 イ ト解 スベキデ アラゥ｡

四｡滲 出性胸膜炎 卜肺結核 トル登病時期比較

滲出性胸膜炎ノ「ツ」反慮陽轄後第二期 ニ登病ス

ル事多 久 第三期及 ビ第四期 ニ嚢病 スル事少キ

事 二就テノ・余 ノ他 ノ論文ニ於テ詳論 シタ塵 デア

ル(1・2.3)｡其 ノ大凡、登病時期 テ明カニスル滲

出性胸膜炎ノ登病 ト此 ノ肺結核 ノ登病 トノ時間

的關係ヲ明カニスル事・・、其 ノ肺結核 ノ「ツ」反

癒陽轄後如何 ナル時期 ニ登病 スルヤノ問題 ラ間

接ニ解決 スル事 ニ成ル｡

此 ノ滲出性胸膜炎 ト肺結核 トノ登病時期比較 ニ

關 シテノ・ニ ツノ問題 ガアル｡其 ノ第一ノ・「ツ」反

磨陰性群 ト陽性群 トニ就テ其 ノ反慮検査後如何

ナル時期 二於テ胸膜炎 ノ登病ガ多 ク、又如何ナ

ル時期 二於テ肺結核 ノ登病 ガ多キヤ ノ問題デア

ル｡其 ノ第ニハ同一個禮 ニ滲出性胸膜炎 ト肺結

核 トテ登病 スル場合｡其 ノ雨者 ノ議病 ノ時間的

關係如何 ノ問題 デアル｡

1.「 ツ」反磨陰性群 ト陽性群 トニ於 ケル肺結核

ト胸膜炎 トノ登病時期比較｡

肺 結核 ハ「ツ」反磨陽性群 ヨリ登病 スル事 ガ多 ク、

陰性群 ヨリ登病 スル事 ガ少 イ｡而 モ其 ノ登病 ハ

陰性群 ニ於 テハ 「ツ」反歴検査後1年 以後 二於 テ

増加 シ、 陽性群 ニ於 テハ其 ノ時期 二於 テ減少 ス

ル｡然 ルニ胸膜炎 二於 テハ之 レト反封 デ、陰性

群 ヨリ登病 スル事 多 ク、 陽性群 ヨ リ登病 スル事

ガ少 イ｡而 モ其 ノ登病 ハ陰性群 二於 テハ「ツ」反

癒検査後1年 以後 ニ於 テモ増加 セズ、陽性群 二

於 テハ其 ノ時期 二於 テ甚 シク減少 スル(第1圖)｡

印 チ「ツ」反慮検査後2年 以後 二於 テハ肺結 核 ト

胸膜炎 トノ登病撒 曲線 ガ互 二交叉 スル傾 向 テ示

ス ノデアル｡此 ノ事實 ハ肺結核 ト胸膜 炎 トノ登

病時期 テ異 一シ、胸膜 炎ハ肺結核 ニ先 ンジテ登

病 スル事 ヲ示 スモ ノデアル｡師 チ胸膜 炎ハ 「ツ」

反 慮陽轄後早期 二嚢病 スル事多 キモ、肺結核 ハ

其 ノ晩期 二獲病 スル 事 多キラ物語 ルモ ノデア

ル｡但 シ、 右ハ開放性肺結核 ノ場合 ノミデアツ

テ、軍 ニ レントゲ ン的登病 ラ來 シ未 グ臨 躰的症

歌 ラ呈 セザル カ又 ノ・検疾 ニ ヨリ結核菌 ヲ詮明 シ

得ザル例 ヘバ所謂早期 浸潤 等 二於 テノ・此 ノ限 リ

デノ・無 イノデ アル｡而 シテ、先 二述 ペ タルガ如

ク、肺結核 ノ レン トゲン的褒病 ハ「ツ」反磨陽轄

後第一期 ナル事 多 ク、又 肺結核 ノ検疾的登病 モ

第二期 ナル事 少 ク無 イ ノデアル カラ、夫等肺結

核 ノ起源 タル肺 ノレン トゲ ン的攣化又 ・・喀疾 中

結核菌 ノ排 出ノ・胸膜 炎登病時期 ヨリモ以前叉 ハ

同時 ニ於 テ存在 シタカモ知 レナ イノデ アル、 之

ラ要 スル ニ肺結核 ノレン トゲ ン的登病 時期 ノ・胸

膜 炎登病 時期 ヨリモ早 イ ノデ アラウガ、其 ノ臨

躰的 護病及 ビ検疾的登病 ノ診 定 ハ胸膜炎登病時

期 ヨリモ遅 イ場合 ガ多 イ ト解 スベ キデアラウ｡

2,同 一個罷 ニ於 ケル肺結核登病 ト胸膜 炎螢病

トノ時間的關係｡

肺 結核 ノレントゲ ン的登病 ハ「ツ」反磨陽性後第

一期 二現 ル ・事 アリ
、 胸膜 炎 ノ叢病 ハ 「ツ」反癒

陽轄後第二期 ニ現 ル ・事 多 キヲ以 テ同一個禮 ニ

於 テハ肺結 核 二胸膜 炎 ノ綴議 スル事 ガ有 リ得 べ
'キデ
アル｡余 ノ「ツ」反磨陽996s例 中9例 ニ於 テ

肺 ニ レン トゲ ン的登病 ラ認 メ タ ガ其 ノ2例(第

1表 中第八及九例)二 於 テハ夫 ニ 滲 出性胸膜 炎

テ纏i登 シタ.其 他 ノ胸膜 炎例 デハ「ツ」反慮陽轄

後 胸膜 炎登病前 ニ於 ケル胸部 レン トゲ ン検査 不

充 分 ナルラ以 テ其 ノ關係 ラ明 カニ セナ イカ、 胸

膜 炎 ハ必 ズ シモ レン トゲ ン的肺結核 ニ繊 登 スル

トモ限 ラナ イデアラウ｡何 故ナ ラバ肺 ニ既 二結

核病竈 ガ存 在 シタ トシテモ必 ズ シモ レン トゲ ン

像 テ呈 スル トハ限 ラナ イヵラデァル｡叉 、實際

第一表 中第11.12.13.14ノ 諸 例 デハ、其 ノ登病

前 ニ於 テ コソ レン トゲ ン検査 ハ シナカツタガ、

其 ノ登病初期 及治療 後 二於 テ相 當詳 シイ レン ト
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ゲ}検 査 テ行'ソ テ見 タガ逡 二肺病攣 ラ見出 スー

至 ラナカツ タ｡然 ルニ前 述 ノ如 ク第11例 ハ胸

膜 炎爽病後約2ケ 年 ヲ経 テ健康診査 ノ際 検疾 ニ

ヨリ結核 菌ガ登 見サ レ、第13例 ノ・胸膜 炎 二脚

氣 テ併叢 シ登病58日 後死 亡 シタガ剖検 ニ ヨリ

雨肺 ノ開放性原登竈肺携兼腸結核 ノ存 スル コ ト

が護見サ レタ.故 ニ肺結核 ノ レン トゲ ン的 獲病

ハ胸膜 炎 ヨ リモ先登 スル コ ト在 リ、其 ノ臨躰的

叉 ハ検疫 的登病 ハ胸膜 炎 二併登綴 登又ハ後 飛 ス

ル コ ト在 リト解 スベ キデアラウ｡

斯 ク肺結核 ノ臨沐 的又ハ検疾的蛮病 ノ胸膜 炎ニ

併蛮、繊議 叉 ハ後嚢 スル事實 ハ從來 モ臨躰上知

ラレテ居 ル塵 デアル｡我 ガ海軍 二於 テモ先 年菅

原佐李氏 ノ之 二關 スル統 計的調査(の ガ アル｡

氏 ニ ヨレバ海軍胸膜 炎1L'71例 ノ直接 豫後 ハ治

癒 シテ再 ビ役務 二復 シタル者 力約70%、 他 ノ

結核性疾 患二轄病 シタモ ノガ約10%ア ル｡而

シテ其 ノ轄病者132例 中肺結核61例 デ46%、

胸 腹膜結核46例 デ35%、 粟粒 結核1,S例 デ13

%デ ア ツタ｡其 他 ナホ海軍 ノ胸膜 炎 ハ其 ノ約15

%ハ 不 治 ノ儘除役 サ レルガ、夫 等 ハ多 ク肺結核

第七表

其他 ノ重症結 核性疾患 ラ纏 登 スルモ ノデアル

カ ラ、以 上胸膜 炎 ノ約10%ト 約15%、 合 計25

%ノ 多 クハ早晩肺結核其他 ノ結核性疾患 テ纏駁

スル事 二成 ル｡即 チ海軍胸膜 炎 ノ約7(♪%ハ 治

癒 スルガ約25%ノ ・結核 性疾 患 ラ綴 登 スル｡而

シテ其 ノ結核 性疾患 ノ約!6%即 チ全胸膜 炎 ノ

約1296ハ 肺 結核概 壼デ アル ト謂 ヘル｡

次 ニ胸膜炎 ノ肺結核後登 即 チ胸膜 炎 ノー旦治癒

シテ ヵラ或 ル期 間 テ隔 テ ・後肺結 核 ヲ登 病 スル

モ ノカ幾何 アルカ、 又、 幾年 ノ後 二登 病 スルヵ

是 レハ胸膜 炎 ノ永久豫後 ノ問題 デアル｡此 ノ問

題 ニ關 シテ・・從來多数 ノ陸海軍軍署 ノ業績 ガ在

ル｡例 ヘバ陸軍 ニ於 テ大正元年以降9年 間 ニ亙

ツテ在瞥 中胸膜 炎 二罹患 シタモ ノ4183名 二就

テ其 ノ是帝郷後 ノ健 康欺態 ラ調査 セルニ治癒 ノ状

態 二在 ルモ ノ59.22%、 既 ニ死 亡 セルモ ノ25.94

%デ アツ タ｡而 シテ其 ノ死亡者 ノ死因 ノ84.51

%・ ・結核性疾患 デアツ タ｡又 其 ノ死 亡者 ノ大多

撒帥 チ86.3096ノ ・胸膜 炎畿病後5年 以 内ニ死 亡

シ就中3年 以内 ノモ ノ最 多 デアル ト言 フ(7.S.

9)｡

胸膜 炎聚病ヨリ肺結核績登マデノ期間

除 役 者

構 髭 塾)謎 漫」購
胸 膜 炎41

結核症ニヨ,レ習 結 核 症 い

1589例 1結 鞭 似 症1・6

謙諺竪り1

2年

以内

3年
以内

281・9

・61・

86

一i一

4年

以内

10

年
内
5
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6年
以 内

　

1司 ろ

0
μ

りゆ 312

7年

以 内

0
召

8年
以内

3

年
内
9
以

1

合計 %

・2.117・8

・1・3・1}
4・4いH

4・

一 ト1-1-一 一卜 一 ・・385187・8

垂ヨ㌦ 矯 殉 膜 炎1 1・41・ ・8

余 ハ1929年4月 我 ガ海軍 二於 ケル大 正11年 度

ヨリ大正14年 度 二至 ルー1,年間 ノ結核除役者1589

例 ノ身膿歴 ラ調査 シ海軍 入籍後 二於 ケル胸膜 炎

既往症 ノ有無 拉 ニ其登病 ト肺結核(開 放性1登 病

トノ時間的關係 テ調査 シ、其 ノ成績 テ概報 シ

タ(IO.1L｡kレ ニ ヨル ト胸膜 炎 二緬叢 シタ結

核 ハ 正2,1,例デ縛結 核除役者1589例 中 ノ7｡s%

二當 ルいドニナル(第7表)｡此 ノ場合其 ノ胸膜 炎

テ「ツ」反慮陽轄後第二期 ニ登病 シタモ ノトスル

ナ ラバ、其 ノ胸膜 炎 ノ畿病後約9ケ 月以 内ニ登

病 シタ結核 ハ「ツ」反慮陽轄後第二期蛮病 ノモ ノ

デ ア リ、其 ノ胸膜 炎 ノ螢病後約9ケ 月以 上約4

年 以内ニ叢病 シタモ ノハ「ツ」反癒陽轄後第三期

二嚢病 シタモ ノデアル ト解 スベ キデアル｡今 第

七表 二就 テ之 ラ観 レバ胸膜 炎縛 畿 ノ除役結核症

庄 トシテ肺結核)ノ124例 中41例 ハ、大 凡「ッ」
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反 慮 陽轄後第 二期 二胸膜炎 ニ併 獲又ハ繊 襲 シタ

モノデ アリ、57例 ハ第三期 二後登 シタモ ノデア

リ、其他 ノ26例 ハ第 四期 ニ晩登 シタモ ノデア

ル ト謂 ヘ ル｡

但 シ、右 ハ海兵 ノ在役 中胸膜炎 ニ罹 患 シタ者 ノ

内比較 的輕症 デ全治又 ハ輕快 ニ ヨリ再 ビ役務 二

復 シタ者 ノミノ其後在役敷年間 ニ於 ケル蓮命 デ

アツテ総胸膜炎患者 ノ全生涯 二亙ル運命 デハナ

イ｡從 ツテ胸膜 炎畿病後撒年以上経過後登病セ

ル肺結核 ノ比較的少数ナル事 モ當然 デノ・アル｡

然 シ乍 ラ、大凡是 レニヨツテ肺結核 ノ胸膜炎獲

病後4年 以内二緬登 スル事多キ傾向ヲ覗 フ事 ガ

出來ル｡

五｡練 括及結論

1・ 「ツベル ク リン」反慮陽性韓化後如何 ナルレ時

期 二肺結核 ノ登病 スル事多 キヤテ明 カースル コ

トハ肺結 核 ノ登病豫 防上及 ビ早期診断 上必要 ナ

事 デアル｡

2・ 「ツベル ク リン」反癒 陽性轄化後肺結核 ノ爽

病 スルマ デノ期 間 テ實測 スル事 ハ此 ノ問題解決

ノ最良法 デアル｡余 ノ「ツ〈ごル ク リン」反癒 陽性

轄化68例 中其 ノ後撒年以 内 二肺結核 テ議 病 シタ

モ ノノ・11例 デアル ガ、内9例 ハ「ツ」反鷹陽轄後第

一期 ニ於 テ レン トゲ ン的登病 ラ呈 シ
、其他 ノ2

り

例 ハ レントゲ ン的登病 ガ不明 デアツタ｡レ ン ト

ゲ ン的登病 テ呈 シタ9例 中2例 ハ其後引績 キ臨

躰的登病 ラ呈 シ内1例 ハ約牛年 ノ後 二検疾的嚢

病 テ呈 スル ニ至 ツタ｡レ ン トゲ ン的登病不明 デ

アツタ2例 ハ共 二先 ヅ滲 出性胸膜 炎テ登病 シタ

モ ノデァツタガ内1例 ハ其後撒 月後 二剖検 ニ ヨ

ツテ開放性肺結核 ノ併嚢 ヲ確認 シ、他 ノ1例 ハ

胸膜 炎治癒後約2ケ 年 ラ経 テ開放性肺結核 ノ後

嚢 テ登 見 シタ｡是 ニ由 テ見ル ト將來肺結核 ノ臨

躰 的乃至検疾的登病 ノ起源 タルベキ レン トグ ン

的登病 ハ翫 ニ「ツ」反慮 陽轄後第一期 二於 デ現ル

ル事少 ナカ ラザ ルテ知 ル事 ガ出來 ル｡

3・ 「ツ・ぐルク リン」反磨陰性群 ト陽 性群 トノ其

ノ反慮検査後 ケ3年 間 二於 ケル肺結核登病歌況

ラ見ルニ、 開放性肺結核72例 中16例 ハ陰性群

ヨリ畿病 シ56例 ノ・陽性群 ヨリ登 病 シテ居 ル
｡

レ

而 シテ其 ノ陰性群 ヨリノ登病 ハ「ツ」反鷹検査後

満1年 以内 ニ少 イガ陽性群 ヨリノ嚢病 ハ満1年

以 内ニ多 イ｡併 シ雨群共2年 目 ト3年 目 トデハ

絵 リ増減 ガ無 イ(第 一圖)｡是 ニ由 テ観 ル ト肺結

核 ノ臨躰的及 ビ検疾的登病ハ「ツ」反慮陽轄後早

期ニモ起 コルガ晩期二起 コル事 ノ多イ事 テ知ル

事ガ出來ル｡

十.「 ツペル クリン」反慮陰性窃郎 陽性群 トノ其

ノ反磨検査後3年 間二於 ケル開放性肺結核登病

時期 ト胸膜炎嚢病時期 トラ比較 スルニ陰性群二

於 テモ陽性群ニ於テモ肺結核ハ胸膜炎二邊 レテ

嚢病スル傾向ガ在ル｡又 同一個艦ニ於テ肺結核

ト滲出性胸膜炎 トテ叢病 スル場合昌於テモ、ツ

反慮陽轄後第一期 二於 テ肺結核 ノレントゲン的

登病ヲ來 シ、其 ノ第二期ニ於テ滲出性胸膜炎ヲ

登病 シタ例 カアル｡又 第二期二於テ滲出性胸膜

炎 ラ嚢病 シ同時ニ開放性肺結核 ラ纏駁 シタ1例

ガアル｡又 第二期 二於 テ滲出性胸膜炎テ糞病 シ

第三期 二至 リテ開放性肺結核 ノ後登 シタ例ガア

ル｡ナ ホ胸膜炎ニ績登 シタ除役結核症124例 ニ

就テ其 ノ胸膜炎登病 ヨリ結核叢病マデノ期間テ

調査スルニ41例 ハ満1年 以下57例 ハ満1年 以

上満4年 以下、其他 ノ26例 ハ満4年 以上9年

以下デアツタ.是 二由テ観 ルト肺結核 ノ臨躰的

及 ビ検疾的獲病ハ大凡胸膜炎號病後4年 以内二

起 コルモノ・多 イ事 テ知ル事 ガ出來ノし｡

5.以 上 ノ事實 ラ綜合考察 スルー、 肺結核 ノ

レントゲ ン的登病・・「ツ」反慮陽轄後第一期 ニ多

久 滲出性胸膜炎及 ビ急性肺結核 ノ酬 木的蛇二

検疾的登病ハ「ツ」反鷹陽轄後第二期 二多ク、慢

性肺結核 ノ臣棚木的虹二検疲的護病・・「ツ」反慮陽

轄後第三期ニ多 ク第四期二及 ビテ次第 二減少ス

ル ノデアラウト考ヘラレル｡但 シ、肺結核 ノ臨

躰的嚢病ハ多クハ慢性デアリ、 レントゲン検査
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及 ビ検疾 モ亦其 ノ臨躰的登病ヲ待チテ始メテ行

ハル ・場合ガ多 イノデアルヵラ、一般ニ肺結核

ノ診定ハ「ツ」反慮陽韓後晩期ニ成ル場合ガ多 イ

ノテアラウ｡

本研究 ノ報告ニ當 リ岡治道博士 ノ御助力テ感

謝 ス1終)

(本研 究ノ要旨・・昭和6年10月30日 海軍軍讐學校

研究會 ニ於テ講演 セリ)
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